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遺
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６
　
遺
跡
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年
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八
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末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
調
査
地
は
左
京
四
条
三
坊
四
町
の
推
定
地
に
あ
た
る
。
こ
の
周
辺
で
は
、

既
に
数
次
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
長
岡
京
期
の
建
物
や
井
戸
、
そ
れ
に
条

坊
に
関
す
る
溝
や
道
路
な
ど
の

遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
中
で

も

一
九
八
五
年
１
八
七
年
に
か

け
て
調
査
地
北
方
の
三
町
内
で

実
施
し
た
調
査
で
は
、
石
敷
を

有
す
る
建
物
や
、
焼
土
羨
、
井

戸
な
ど
を
ま
と
ま
っ
た
状
態
で

検
出
し
て
お
り
、
現
存
の

「西

川
原
寺
」、
「東
川
原
寺
」
な
ど

の
小
字
名
か
ら
、
遺
構
を

「川
原
寺
」
に
関
す
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
柱
穴
や
溝
を
少
数
検
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
調
査
区
全

体
に
三
町
内
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
焼
け
灰
や
焼
土
層
の
散
布
が
認
め
ら
れ
、
川

原
寺
の
寺
域
内
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
区
の
南
端
に
は
、

北
西
か
ら
南
東
方
向
に
向
か
う
幅
約

一
〇
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
溝
を
検
出
し
た
。

溝
に
は
腐
植
土
層
が
厚
く
堆
積
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
木
簡
二
点
や
、
底
部
裏

面
に

「大
」

「大
山
」
と
墨
書
の
あ
る
土
師
皿
、

人
面
墨
書
土
器
が
出
上
し
て

い
る
。
他
に
も
土
師
器

・
須
恵
器

・
黒
色
土
器
な
ど
の
上
器
類
や
、
木
沓

・
匙

形
木
製
品

。
檜
扇
な
ど
の
豊
富
な
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
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①
は
、
薄
い
板
材
を
用
い
て
お
り
、
下
端
部
以
外
は
欠
損
し
て
い
る
。
墨
書

は
明
瞭
に
残

っ
て
お
り
、
習
書
の
一
部
で
あ
る
ら
し
い
。

②
は
、
上
半
部
を
細
か
く
削

っ
て
調
整
す
る
が
判
読
不
能
。
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